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令和４年度市民提案型まちづくりチャレンジ事業公開プレゼン

和田地区のボランティア団体、「きらきらクラ部」の主催により、４月１０日（日）花園集会所にお
いて寄席が行われました。今回は、集まった約２０人ほどの観客を前に、南房総落語愛好会の

皆さんによって、落語と講談が披露されました。
落語愛好会の皆さんは「地域の方にも気軽に
落語や講談を鑑賞していただく機会を持ってい
ただければ」と今後も地域出前寄席の拡充に
意欲的です。尚、７月に和田コミュニティセンタ
ーで発表会を計画しているそうで、詳細が決ま
りましたら、こちらの紙面でもご案内します。

南房総落語愛好会師範
三龍亭千公さん

南房総落語愛好会会長
東家四九八九さん

南房総落語愛好会会員
南総亭桃郷都さん

花園集会所で寄席

令和４年度市民提案型まちづくりチャレンジ事業の採択団体
を選定するためのプレゼンテーションが、４月２３日（土）にとみ
うら元気倶楽部にて行われました。

この事業はＮＰＯ法人やボランティアなど市民活動団体から
事業を募り、優秀な事業を行う団体に経費の一部または全部
を市がサポートするものです。

今回はチャレンジコースに９団体の申し込みがあり、和田地
区からは地域の伝統的産業である花と鯨で和田地域の活性化
を目指す「チーム花鯨」と、伝統話芸の魅力を（鑑賞・理解・体
験）の３つの柱で幅広い世代に伝え、地域のさらなる文化の振
興、充実に資する事を目的とする「南房総三龍亭」の２団体が
応募し、公開プレゼンテーションに臨みました。
スライドを活用しながらこれまでの活動の成果や、
課題、また今後の活動に向けての意気込みなどを
アピールした結果、２団体とも無事、採択となりま
した。

落語は演者の語り口に味わいがあって面白く、
講談は生で聞くと迫力があり、物語の魅力に引
き込まれました！
どちらも楽しく、午後のひとときが和みました！

～話芸の魅力で地域を笑顔に～

和田から
２団体！

鑑賞した
５０代男性

南房総三龍亭

チーム花鯨



４月の人事異動で所長に就任しました込山です。
久しぶりに和田地域センターに戻ってきました。
職員一同地域のために尽力してまいりますの
で、皆様のご支援ご協力を賜りますよう、よろしく
お願いいたします。

和田地域センターよりお知らせ

令和４年度の人事異動により、和田地域センター
所長に込山浩司（ひろし）が着任しました。

尚、平嶋太（つよし）前所長は保健福祉部 健康推
進課長として異動となりました。

植栽ボランティア募集

上三原区の鈴木善光さんが育てている花菖
蒲がまもなく見頃を迎えます。１４年前に元々
田んぼだった土地に花菖蒲を植え始め、現在
では、８０種以上、約１０００株が植えられてお
り、見頃は５月下旬から６月中旬頃。 お車で
お越しの方は、自然の宿「くすの木」さんの駐
車場が空いていれば駐車可能との事です。
（宿泊客の車が優先になりますのでご注意下さい）

５月２８日（土）の朝９時より道の駅和田浦Ｗ
Ａ・Ｏ！周辺と花の公園「花夢花夢」の花壇に
植栽をします。

今回は、マリーゴールドやインパチェンス、ペ
チュニアなど夏の花を植えます。

作業にご協力いただける方は、スコップを持
参の上、和田コミュニティセンター前にお集ま
りください。

花菖蒲まもなく見頃に

花夢花夢公園で作業中の和田小域ボランティアの皆さん

和田浦駅に ＢＯＳＯ ＢＩＣＹＣＬＥ ＢＡＳＥ 「Ｂ.Ｂ.ＢＡＳＥ」

２０１８年より運行が開始されたＪＲ東日本のサイクルトレイン「Ｂ.Ｂ.ＢＡＳＥ」。
自転車を分解することなく、そのまま積み込める自転車専用列車です。
運行日だった４/３０（土）は約３０人ほどのサイクリストが愛車と共に和田浦駅に降り立ちました。
海岸線や山沿いの景色を楽しめたり、道の駅めぐりや地元の食材が味わえる房総はサイクリスト
に人気のエリアだそうです。

昨年６月上旬頃の様子
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